
理 事 会 次 第 
 

                       令和 4年 10 月 27 日(木)11:30～ 
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2．中央公契連最新モデルの導入について         18 

 
 



 

令和４年度 上期事業報告について 

 

 令和４年度上期（４月～９月）において、協会が実施した事業活動の主な

ものは、以下のとおりです。 

 

４月１１日 業務・会計監査 

１９日 正副会長会 

２２日 全建 正副会長会・理事会（東京） 

２６日 理事会 

 

６月 ３日 定時総会・表彰式（懇談会は中止） 

 ７日 全建 正副会長会・理事会・定時総会（東京） 

  ３０日 全建 理事会（東京） 

 

 ７月１１日 建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰 表彰式（東京） 

１５日 全建 総務委員会（ＷＥＢ） 

２５日 正副会長会 

２６日 建設業社会貢献活動功労者表彰式・事例発表（東京） 

２８日 理事会 

 

８月１９日 理事会 

  ３０日 県土木部との意見交換会（プラザホテル） 

   ３０日～９月５日 ＲＳＫラジオに新理事出演 

 

９月 ５日 持続可能な建設業に向けた環境整備検討会（東京） 

１３日 全建 協議員会（東京） 

  ２９日 中国地方整備局との意見交換会（まきび会館） 
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自由民主党岡山県支部連合会 

自由民主党岡山県議団    殿                

 

 

陳   情   書 

 

 

 

 

 

令和４年１１月 

 

一般社団法人 岡山県建設業協会 
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令和５年度建設関係予算確保等について 

 

平素より、建設業の健全な発展と育成に深いご理解とご高

配を賜り厚く御礼を申し上げます。 

さて、令和４年度土木部関係当初予算は、当初予算額と経

済対策（補正予算額）を合わせてほぼ前年同額の予算となっ

ておりますが、中小企業を主体とする地域建設業の景況感は

依然として悪い傾向が続いているのが現状です。 

これは、長引く新型コロナウイルス感染症の影響による景

気悪化に加え、ロシアのウクライナ侵攻が拍車をかけた建設

資材の高騰が利益率の低下を招き、地域建設業が依然厳しい

経営環境に置かれているためではないかと考えられます。 

いうまでもなく、地域建設業は地域の雇用と経済を支える

基幹産業であると同時に、ひとたび災害が発生した場合には

どこよりも早く現場に駆け付け応急復旧に携わる「地域の守

り手」として地域の安心・安全に欠くべからざる存在でもあ

ります。 

こうした状況を十分ご勘案の上、令和５年度予算編成にあ

たっては、公共事業関係予算の確保と拡大に最大限努めてい

ただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．建設関係予算の確保について 

国は、昨年度から５か年間「防災・減災、国土強靱化のた

めの５か年加速化対策」により、社会資本整備に必要な予算

の確保について重点的・集中的に対策を講じているところで

あります。県内には、強靭化対策が必要な個所がいまだ多く

残されており、今後とも河川改修や道路整備などについて国

に働きかけていただき、令和５年度以降においても防災・減

災対策等に必要十分な予算が継続的かつ安定的に確保される
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ようご尽力いただきたい。あわせて、その配分に当たっては

地域ごとの事業量の平準化にもご留意いただきたい。 

 

２．適正な工事価格の設定 

建設資材価格の急激な高騰を受け、積算単価が実勢単価に

追いつかない状況が続いております。実態に即していない価

格での工事執行の強要は到底納得のいくものではありません。   

最新の市場価格や現場に即した適正な工事価格の設定をお

願いします。 

 

３．書類等の簡素化について 

工事書類についてはその分量の多さが現場の生産性向上や

働き方改革の大きな妨げになっております。ついては、提出

すべき書類を金額、工種等により分類したうえで、中小企業

にとってより多くの文書提出が削減される方向で、請負工事

ごとに「見える化」していただきたい。 

また、提出書類の徹底したペーパーレス化、国・県・市町

村での様式の統一についても同時に実施していただきたい。 

 

 

 

令和４年１１月１５日 

 

岡山市北区平和町５－１０     

   一般社団法人 岡山県建設業協会  

会 長  荒 木 雷 太   
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【土木部会】
備前地区(ブロック)

氏 名 企業名 役職名 所属支部

福 ⾕ 幸 三 ㈱⼤本組 土木本部⼯務部⻑ 岡⼭東

片 ⼭ 幹 雄 ㈱荒木組 常務取締役 岡⼭東

⻄ 岡   誠 蜂⾕⼯業㈱ 土木事業部技術営業部⻑ 岡⼭⻄

⼤ 守 上 司 ⼤守建設㈱ 代表取締役 和 気

安 田 和 徳 ㈱苅田組 代表取締役 玉 野

備中地区(ブロック)

氏 名 企業名 役職名 所属支部

鳥 越   進 ㈱ハラダ 参事 倉 敷

藤 原 一 茂 ㈱藤原組 代表取締役 児 島

難 波 亮 介 浅沼建設⼯業㈱ 代表取締役 吉 備

平 方 謙 二 浅口建設㈱ 代表取締役 浅 口

森 本   敦 天野産業㈱ 取締役営業部⻑ 笠 岡

松 本 孝 之 ㈱佐能松⼭園 代表取締役 井 原

三 好 員 弘 ㈱三好組 代表取締役 矢 掛

清 ⽔   浩 ㈱本多組 部⻑ ⾼ 梁

宮 本 邦 之 宮本⼯業㈱ 代表取締役 新 見

美作地区(ブロック)

氏 名 企業名 役職名 所属支部

古 瀬 朋 則 ㈲古瀬⼯務店 代表取締役 真 庭

中 江 克 志 ㈱⼤和建設 代表取締役 津 ⼭

結 石 公 裕 アサヒ防災⼯事㈱ 代表取締役 建 部

技術研究委員会委員の選任について
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【建築部会】

備前地区(ブロック)

氏 名 企業名 役職名 所属支部

早 川   博 アイサワ⼯業㈱ 取締役建築本部⼯務部⻑ 岡⼭東

⼭ 田 浩 司 ㈱荒木組 取締役営業本部営業企画部⻑ 岡⼭東

田 中 益 男 協⽴土建㈱ 執⾏役員⼯務部部⻑ 岡⼭⻄

石 原 彰 二 ㈱石原⼯務店 代表取締役 ⻄⼤寺

末　廣　芳　夫 寺見建設㈱ 代表取締役 和 気

備中地区(ブロック)

氏 名 企業名 役職名 所属支部

岩 田 智 雅 中央建設㈱ 建築部⻑ 倉 敷

吉 田 茂 浩 ㈱ナイカイアーキット 建築部部⻑代理 児 島

岡 田 博 ⾏ ㈱中本屋⼯務店 代表取締役 吉 備

⼩ 田 ⻯ 平 ㈱⼩田組 代表取締役 井 原

古 實 孝 志 ㈱矢建 代表取締役 矢 掛

加 藤   進 中村建設㈱ 主任 ⾼ 梁

美作地区(ブロック)

氏 名 企業名 役職名 所属支部

鳥 越 啓 史 鳥越⼯業㈱ 代表取締役 真 庭

妹 尾 征 徳 ㈱妹尾建設 代表取締役 津 ⼭
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【土木部会】
難 波 亮 介 浅沼建設工業㈱ 代表取締役 吉備支部

中 江 克 志 ㈱大和建設 代表取締役 津山支部

【建築部会】
岡 田 博 行 ㈱中本屋工務店 代表取締役 吉備支部

⼩ 田 ⻯ 平 ㈱⼩田組 代表取締役 井原支部

鳥 越 啓 史 鳥越工業㈱ 代表取締役 真庭支部

妹 尾 征 徳 ㈱妹尾建設 代表取締役 津山支部

【土木部会】
垪 和 明 彦 ㈱シンケン 専務取締役 吉備支部

河 中 浩 孝 ㈱河中建設 代表取締役 津山支部

【建築部会】
藤 井 禎 裕 ㈱志多木組 建築部⻑ 井原支部

三 木 康 史 ㈱三木工務店 代表取締役 真庭支部

頃 安 俊 男 ㈱頃安建設 代表取締役 津山支部

Ｒ５技術研究委員会 委員移動状況

新 任

退 任
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地 域 商号または名称 変更事項 旧 新

岡山東 丸建道路㈱ 代表者 石　田　正　則 佐　藤　一　弥

和　気 ㈲本和気工務店 所在地 和気郡和気町和気246 和気郡和気町福富539

浅　口 ㈱浅野建設 代表者 浅　野　和　正 浅　野　一　央

地 域 商号または名称 変更事項 旧 新

津　山 日本植生㈱ 代表者 柴　田　和　正 柴　田　明　典

会員の変更の承認について
（会長専決）

（協議案件）
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持続可能な建設業に向けた環境整備検討会 ヒヤリング資料 
 
【企業概要】 

・企業名      株式会社 荒木組 

・主たる業務内容  総合建設業（特定建設業） 

・完成工事高    １７８億円 （直近２年平均） 

・従業員数     ２１２名  （２０２２年６月末） 

・直接雇用技能者  ０名 

 

【資材価格の変動】 

○受注者として現状の対応 

 *公共工事 

・入札時：実勢価格と設計価格の乖離状況は承知しているが、実際には低入札調査基準 

価格付近で応札せざるを得ない。 

・受注後：スライド条項の申請業務は、書類作成に多大な労力がかかるにもかかわらず、 

金額的負担（1％~1.5％）によって獲得できる金額が大きく減じられるため、 

申請しづらいのが実態である。 

 *民間工事 

・設計時：顧客の了承を取り付けられれば、物価動向把握のうえ早期発注することによ 

り対応出来るものもある。ただしメーカーや商社が受け入れない場合もある。 

・見積時：見積有効期限を短期に設定したり、見積条件として物価変動時は協議対象と 

する旨を記載したりしている。 

設計時において確保した予算と工事契約時の実勢価格との差額に対する協議・ 

調整のため、スケジュール遅延が生じ、半導体やコロナ等での調達難も相まって、 

突貫工事となってしまう事例もある 

 ・受注後：物価変動について発注者も現状は理解されてはいるが、受注後の値上交渉に 

は応じて頂けないケースが多い（体感 8割以上） 

      ＶＥ・ＣＤで全体予算に近づける努力をするが、物価変動分を吸収できるこ 

とは皆無である。 

 ・その他：一部の下請業者では、材料高騰分を労務費の圧迫により対処している模様 

○発注者へ期待する対応 

 ・スライド条項を申請するための労力・時間・金額負担（1％~1.5％）の軽減 

・値上げ情報が物価資料へ反映されるまでのタイムラグの更なる解消 

・民間発注者に向けて、物価変動対応への理解促進に向けたガイドライン・標準契約書や 

法の整備 

・変動分に対する公的資金（補助金、減税など）導入の検討（例：ガソリン補助金） 

・実質的な資材納期を考慮した工期設定 

・資材高騰時における設計に対するＶＥ提案の積極的採用 
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【重層下請構造】 

 ○現状 

・業務に繁閑があり繁忙期に備えた雇用が困難なため、同業者同士で応援体制を敷いて 

いる。（工程により増員が必要なら２次が発生し、さらに増員なら３次となる場合もある） 

 ・施工代理店制度がある一部の資材や工法において、当初から２次下請までセットで入 

場することが多く重層化につながりやすくなる場合がある。 

 ○今後 

・仕事量の平準化、適正な工期設定 

・工区別など分散発注の検討。 

・適正な重層下請けは認める。 

 

【技能労働者の処遇改善】 

 ○現状 

・土日に作業所を閉所させるケースを増やしているが、日給制の技能者は手取りに直結 

する為、休日に稼働している現場へ応援等で仕事に行っているという状況がある。 

・閑散期は手取りが少なく、繁忙期は休みが取れない状況になる。 

・休暇が少なく給与は安定せず低水準、作業環境も他業種に比べ厳しい、よって若手が 

入職しない、人手が足りず無理をする、作業環境がより厳しくなる。という負のスパ 

イラルがあるように感じる。 

 ・自社の協力会社教育制度（アラキアカデミー）において、ＣＣＵＳについての講習の 

開催・加入支援等をおこなっている。また人手不足を解消したい企業に向けての採用・ 

広報の支援をおこなっている。 

○今後 

・月給制に移行しても運営できる企業への転換（法制面での整備必要） 

・民間でも発注の平準化と適正な工期設定がおこなえるようなガイドライン 

・専門職の仕事紹介・魅力発信 

・多能工への移行（技術を習得する機会が必要（組織・時間・費用が不足）） 

 

 

◇技能労働者の賃金体系＿日給制：月給制 

 ○一部業者へのヒヤリング（数値根拠なし） 

・協力会社では、営業・事務・管理職は月給制、現場に出る技能者のほとんどが日給制。 

 一部の企業では、職員に月給制か日給制かを選択させているが、頑張れば稼ぎの上が 

る日給制を選択する技能者が多い。 
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＜令和４年＞ 2022/10/27

月 日 時  間 場 所 行 事 内 容

  10月27日(⽊) 11：30〜13：00 岡⼭プラザホテル 理事会

  10月27日(⽊) 13：30〜14：00 新天地育児院広場 建設業殉職者慰霊祭

11月8日(⽕) 13：30〜14：20 岡⼭市内 ホテル 国⼟交通省との意⾒交換会

11月15日(⽕) 11：30〜12：00 岡⼭建設会館 正副会⻑会 ［12:00〜昼⾷］

11月15日(⽕) 13：00〜13：20 県議会 ⼟⽊委員会室 ⾃⺠党県議団への予算陳情

11月16日(⽔) 13：20〜14：30 経団連会館 全建 全国会⻑会議

11月18日(⾦) 13：30〜15：40 岡⼭プラザホテル 役員研修会

  11月29日(⽕) 16：30〜19：30 ﾘｯﾂ･ｶｰﾙﾄﾝ⼤阪 ⻄日本建設業保証(株) 参与会 [懇親会〜19:30]

＜令和５年＞
月 日 時  間  場 所 行 事 内 容

1月6日(⾦) 17：00〜19：00 岡⼭プラザホテル 新年互礼会

1月17日(⽕) 13：30〜15：00 岡⼭建設会館 正副会⻑会、表彰審査委員会（全建会⻑表彰候補）

2月9日(⽊) 11：00〜13：00 ホテルグランヴィア 令和5年岡⼭保証事業審議会

2月21日(⽕) 11：00〜12：30 岡⼭プラザホテル 技術研究委員会 合同会議

2月21日(⽕) 13：30〜15：00 岡⼭建設会館 正副会⻑会

2月27日(月) 13：30〜15：00 岡⼭建設会館 理事会

3月14日(⽕) 13：20〜14：30 経団連会館 全建 協議員会他

3月14日(⽕)  15：00〜 経団連会館 建退共 評議員会

3月15日(⽔) 10：00〜13：40 経団連会館 建設業福祉共済団 全国建設業協会会⻑会他

3月28日(⽕) 13：30〜15：00 岡⼭建設会館 正副会⻑会、表彰審査委員会（岡建会⻑表彰候補）

4月13日(⽊) 14：00〜15：30 岡⼭建設会館 正副会⻑会

4月21日(⾦) 14：00〜15：30 岡⼭建設会館 協会 理事会

5月23日(⽕) 15：00〜18：30 岡⼭プラザホテル 定時総会、表彰式

6月6日(⽕) 15：00〜16：30 経団連会館 全建 表彰式、定時総会

7月20日(⽊) 13：30〜15：00 岡⼭建設会館 正副会⻑会

7月27日(⽊) 13：30〜15：00 岡⼭建設会館 理事会

8月18日(⾦) 13：30〜15：00 岡⼭建設会館 理事会

  8月31日(⽊) 16：00〜18：30 岡⼭プラザホテル 岡⼭県との意⾒交換会

令和４年度〜５年度 行 事 予 定 表

（案）
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令和 5 年 新年互礼会（予定） 
 

１ ⽇  時  令和５年１⽉６⽇（⾦）１７：００〜 

２ 場  所  岡⼭市中区浜 岡⼭プラザホテル ５階 延養の間 

３ 参集人員  約２００名 

        来賓 約２０名、会員 約１８０名 

４ 来賓あいさつ予定者 

        県知事、県議会議⻑、⾃⺠党幹事⻑、国会議員 

 

スケジュール（予定） 

  １７：００  開 会 

         会⻑挨拶 

１７：０８  来賓あいさつ・来賓紹介 

１７：２２  メッセージ披露 

１７：２３  乾 杯 

１７：２５  祝 宴 

 

※パネルで仕切り、着席の上、懇談していただきます。 

※料理は⼩皿で運んでいただきます。 

※その他新型コロナウイルス感染症の感染防止に最⼤限配慮して開催

いたします。 
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会 務 報 告 
令和４年 10 月 27 日（木） 

［報 告 事 項］ 

＜令和 4 年＞ 

（1）8 月 24 日（水）  岡山県建築住宅センター（株）取締役会 

（2）9 月 2 日（水）  （公社）岡山県緑化推進協会令和４年度運営協議会 

（3）9 月 4 日（日）  岡山県・瀬⼾内市総合防災訓練 

（4）9 月 5 日（月）  持続可能な建設業に向けた環境整備検討会 

（5）9 月 13 日（火）  建設業労働災害防止協会常任理事会 

（6）9 月 13 日（火）  全国建設業協会協議員会 

（7）9 月 29 日（木）  中国地方整備局との意見交換会 

（8）10 月６日（木）   全国建設業労働災害防止大会 

（9）10 月 20 日（木）  建設業協会中国ブロック協議会意見交換会 
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岡 建 協 発 第 3 8 号 
令和 4 年 10 ⽉ 17 ⽇ 

 
岡⼭県建設業協会 各支部⻑ 殿 
                        一般社団法人岡⼭県建設業協会 

会 ⻑  荒 木 雷 太 
                              (公 印 省 略 ) 

役員研修会の開催について 
 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
さて、本年度の役員研修会を下記⽇程により開催いたしますので、貴殿をはじめ関係

役員の方々の出席についてよろしくお取り計らい願います。 
準備の都合上、別紙様式により出席者をとりまとめていただき、11 ⽉ 8 ⽇（火）ま

でに、ＦＡＸ又はメールにより協会事務局へお送りください。 
なお、岡⼭県建設⻘年交流会へもご案内をしております。 

 
記 

 
１．⽇ 時   令和 4 年 11 ⽉ 18 ⽇（⾦）13 時 30 分〜15 時 40 分まで 
 

２．場 所   岡⼭プラザホテル ５階 「延養の間」 
岡⼭市中区浜２丁目３番 12 号 ＴＥＬ  086-272-1201 

 

３．参加者   協会及び支部役員（事務局を含む） 
 

４．研修テーマ･講師 
テーマ（1） パワハラにならない叱り方 
講 師    社会保険労務士・⾏政書士 ⾕口 正樹 

 

テーマ（2） ⽉ 60 時間を超える割増賃⾦の改正について 
講 師    働き方改革推進支援センター 成川 彰浩 

 

５．テキスト代等経費はすべて本部で負担します 
 

(その他資料) 
・⾕口正樹氏プロフィール 
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